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＜連絡事項＞
・
＜患者様連絡事項＞
・西村　ウメ様～大川SWから連絡あり、主治医より退院許可を頂いたので、7/21　14時に
家族様と大川SWの面談時に、退院についての説明等を行っていくとの事。
・松本　好子様～先日長女様より主治医面談の希望あったとの事で、主治医へ確認し出勤日(出来れば診察日の(木)午前)で調整するようにとの事。長女様へ連絡するも不在。引き続き、連絡し日程調整行っていく。
・坂本　重雄様～痰絡み著明にあり、食事摂取困難の為、主治医へ報告し、今夕から食止
めとなる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放中、ホール内徘徊あるが、奇声などなく穏やかに経過。奇声・徘徊も続いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察中。開放中はホールにてテレビを観る等して過ごされ、妄想発言は無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・山田　りつ様～他患者より「叩かれた。」と話し、左目を押さえている。左目の充血、出血はないが眼周辺に発赤あり。BP１６７/８９。左目周囲クーリング施行。
・三上　キネ様～発熱・他バイタルサイン異常無し。酸素マスク外し頻回にあるが、酸素飽和濃度低下は無い。痰絡みは目立たない様子だが、吸引時には喀痰中等量引かれている。呼名には開眼し反応見られている。点滴トラブル無し。
・袴田　将志様～自室とホールの往復を繰り返す。詰所内を凝視する事を繰り返すが、声掛けには「理由はまだ言えません」と表情硬くしている。作業療法は再三声掛けにも拒否強く、参加出来ず。
・上村　節子様～発熱・他バイタルサイン異常無し。介助にて各食1/4摂取。点滴は自己抜去あり刺し替え施行。以後、トラブルは無く経過している。
・坂本　重雄様～食痰絡みあるが自己排痰出来ず、吸引施行。拒否・抵抗強くスタッフ2名にて対応する。点滴はトラブルなく施行している。
・小澤　和子様～帰宅要求聞かれず、朝食の下膳を手伝おうとしている。表情も穏やかで、自室で経過される。
・丹内　栄子様～脱衣行為あるが、スタッフ声掛けですぐに着衣される。
＜深澤Dr診察情報＞
・上村　節子様～食事を食べれてきている為、明日からの点滴に変更あり。ビーフリード
輸液　５００ｍＬ 1 キット + ダイビタミックス注　２ｍＬ 1 管 + フ
ァモチジン静注２０ｍｇ「日新」　２０ｍＬ 1 管は本日分で終了。ビー
フリード輸液　５００ｍＬ 1 キット+アスパラカリウム注１０ｍＥｑ７．
１２％１０ｍＬ 1 管　7日分処方となる。
・吉田　レイ子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・柏山　知也様～臨時薬19日からのレボトミンが25mg→15mgへ減量となる。
・木村　格治様～カロナール錠２００ｍｇ 同内容で、14日分処方となる。
・下村　慶子様～バルプロ酸Ｎａシロップ５％　9 ｍＬ 1日3回　毎食後　14日分処方と
なる。
・三上　キネ様～モニター、酸素、吸引の指示を7日分受けている。
・坂本　重雄様～同内容で14日分処方となる。
・三浦　幹様～同内容で14日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
氏    名：佐々木　秋男様

  生年月日：昭和12年11月13日　80歳

  病    名：先天性水頭症
  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット4号室
  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

　(経過）

　H22年　脳梗塞で南部病院に入院。

　H25年　先天性水頭症、強迫神経症疑いで南部病院通院治療開始。H29年には

　意識消失をおこし、南部病院へ救急搬送で入院するが不穏強く1日で退院。

　徐々に認知機能の低下は見られていた。

　H30年に入り、歩行困難で車イス利用開始。自宅内では床をはっていた。

　7月頃からは夜間帯の怒りっぽさや介護拒否も強くなり、デイサービス利用

　なども難しくなってきている。

　入院治療での南部病院からの紹介があり、H30年7月18日12：59、東Cユ
ニット4号室へ入院となる。
